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研究成果の概要（和文）： 

 

従来 Web上の一般的な Webサービス関数を連携させて１つの仕事を達成するにはプログラミ
ングが必要であった。プログラミングせずにダイアグラムから作成する手法も存在したが、扱
える Webサービス関数に強い制限があった。 
本研究はプログラミングなしに、宣言的記述を用いて、Webアプリケーションおよび REST型

Web サービスをデスクトップコンピュータやスマートフォン上で連携統合する方法を開発した。 
 

研究成果の概要（英文）： 

 

Traditionally integration of general Web services requires manual programming. Diagram 
composition approach without programming has strong limitations of applicable Web 
services. 

This research enables us to construct integrated applications of Web applications and 
REST type Web services on desktop computers and mobile devices using declarative 
definitions without programming. 
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１．研究開始当初の背景 

 

研究当初、Web 上で Web サービス関数を連
携統合することは広く行われるようになっ
ていたが、主にデスクトップコンピュータ上

で地図情報、住所位置情報、検索結果情報、
ネットストア検索情報などを扱うのが主で
あった。 
連携実現法としては手動プログラミング

によって Webサービス関数を統合する方法が
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一般的方法として行われていた。また事前処
理された Web サービス関数をダイアグラム
方式で作成する方法も行われていたが扱え
る Webサービス関数が限定的であった。 
したがって一般的な Webアプリケーション

や Webサービス関数をプログラミングなしに
連携統合する方法は存在していなかった。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、本研究グループが開発し
た手動プログラミングなしに Webページの部
分情報抽出を行う技術に基づき、一般的な
Web アプリケーションや Web サービス関数を
宣言的記述から連携統合する技術を開発す
ることである。 

Web ページの部分情報抽出技術は、Web サ
イト上で時間的に一連と考えられる、あるい
は空間的に一連と考えられる Webページにつ
いて、取得したい必要部分の情報を、手動プ
ログラミングなしに、GUI で利用者が直接指
定して取得する技術である。 
例えば Web上の百科事典のある１項目を選

び、最初のパラグラフのみ、あるいはテキス
ト説明全体のみ、あるいは位置情報記述の部
分のみ、などと指定し、百科時点の他の項目
についても指定部分を自動取得することを
実現する技術である。 
この技術を用いれば、Web サービス関数を

持たない Webアプリケーションと Webサービ
ス関数を、相互に組み合わせて、知識や情報
を扱っている各種サイト、百科事典、ニュー
ス、辞書サイトなどの情報を連携統合させる
ことが可能になる。 

 

３．研究の方法 

 
現状では多くの Web アプリケーションが、

対応する Web サービス関数を持っていない。
したがってそのままでは Webサービス関数な
どと連携統合することが困難である。 
そこで、部分情報抽出技術を利用する。す

なわち、連携統合させるために、Web アプリ
ケーションに引数を与えて得られる結果ペ
ージから、指定した必要部分を部分的に取り
出すことにより、統合用コンポーネントを作
る。 
そしてこれらの統合用コンポーネントを

プログラミングなしに統合するために、宣言
的な記述、すなわち XML記述を与えて、一般
の Webアプリケーションと Webサービスが直
列的、並列的に自由に統合できるようにする。 
これでプログラミングなしに、宣言的記述

を用いて、Webアプリケーション、REST型 Web
サービスを柔軟に連携統合させることが可
能となる。 

2010年はじめに、Androidスマートフォン

の開発標準機である NexusOne が公開された
ことにより、デスクトップコンピュータ上で 
開発した手法をさらにモバイルデバイス上
でも実現した。 
 
４．研究成果 
 
本研究により、デスクトップコンピュータ

上やスマートフォン上で Webアプリケーショ
ンと REST 型 Web サービスを、プログラミン
グなしに、宣言的記述から統合することが可
能となった。 
統合例を２つ示す。第１の例は Web上の洋

書の価格比較である。ネット上の３つの洋書
ストアに、購入したい本の ISBN 情報を与え
て、価格を調べ、最新の換算レートに基づい
て、自国通貨に変換し、価格を比較すること
が、宣言的記述から自動生成できる。 
第２の例はスマートフォン上の Webアプリ

ケーションと REST 型 Web サービスの統合で
ある。洋書の ISBN 情報のバーコードをスマ
ートフォ ンのカメラで読み取り、対応する
書名をネット書店の検索から取り出し、さら
に対応する書評を書評サイトから得る連携
統合アプリケーションを、宣言的記述から生
成できるようになった。 
これらの研究成果は、米国、フィンランド、

オーストリアなどの国際会議において、成果
発表を行い、多くの参加者から高い評価を得
た。またデモでは代表的なスマートフォンで
ある Android スマートフォンを用いて、Web
上の各種 Webアプリケーションと Webサービ
スを連携統合するいくつかの実例を示すこ
とにより行った。 
主要論文の概要は以下のとおりである。 

(1) 従来の部分情報抽出手法では不可能だ
った JavaScript 等のスクリプトによっ
て生成される動的コンテンツの抽出手
法を開発した。その手法は以下のとおり
である。 
① ユーザは、WCD (Web Content De-

scription) ファイルを作成し、検
索キーワードと共にリクエストを
送信する 

② 抽出器は、検索機能をエミュレート
し、対象の Webページを取得する 

③ WCD ファイルをもとに抽出箇所を特
定し、可視属性の制御を行う 

④ 変更した Webページをユーザに返
す 

WCD ファイルでは、抽出対象の Web ペー
ジ、抽出箇所を示すパスや型等を指定す
る。この指定は GUIベースのツールを利
用して行うため、プログラミングの知識
等は一切必要としない。本手法により、
複数の Webページから静的・動的コンテ
ンツを自動抽出し、1 つの Web ページに



 

 

統合することが可能となった。 

(2) Web アプリケーション、Web サービス、
モバイルアプリケーション間の連携統
合手法を開発した。例えば、スマートフ
ォンの GPS機能を利用して現在地を検出
し、周辺情報や気象情報を Web上から取
得するアプリケーションを作成できる。
作成したアプリケーションを、GPS 機能
を持たない他のスマートフォンから利
用することも可能である。 

ユ ー ザ は MID (Mobile Integration 
Description) ファイルによって連携統
合する Web アプリケーション、Web サー
ビス、モバイルアプリケーションを記述
する。Web アプリケーションを連携させ
る場合には、部分情報抽出技術を利用し
て抽出箇所を指定する。本手法により、
プログラミングなしに容易に連携統合
させることが可能となった。 

(3) 部分情報抽出技術を利用し、下記のこと
を可能にする手法を開発した。 
① Webアプリケーションから Webサー

ビスを自動生成する 
② デスクトップ PC上で、Webアプリケ

ーションをWebサービスと自動連携
統合する 

③ スマートフォン上で、モバイルアプ
リケーションをWebアプリケーショ
ンやWebサービスと自動連携統合す
る 

Web サービスの自動生成では、Web アプ
リケーション上の抽出したい箇所を指
定するだけで、Web サービスを作成でき

る。作成した Webサービスはプロキシサ
ーバ上で動作し、抽出結果はテーブルに
保存される。Web サービスはユーザから
の要求を受けて結果テーブルを検索し、
結果を返す。 
デスクトップ PC 上での Web アプリケー
ションと Webサービスの自動連携統合で
は、直列的および並列的な連携統合が可
能である。例えば、国名を入力として与
えると、Localtimes.info からその国の
首都の現地時刻を、BBC Country Profile
からその国の首都や人口等の基本情報
を取得し、さらに取得した首都名を利用
して、Weatherbonk.com からその都市の
天気を、ABC Newsからその都市名を含む
記事を取得するアプリケーションを作
成できる。 

スマートフォン上でのモバイルアプリ
ケーションと Webアプリケーション、Web
サービスの自動連携統合では、スマート
フォンが持つ機能を利用した連携統合
アプリケーションを作成できる。例えば、
スマートフォンのカメラを利用し、バー
コードリーダで本の ISBN コードを読み
取って Amazon で書名を検索し、それを
もとに GoodReadsで書評を取得するモバ
イルアプリケーションを作成できる。 

これらの連携統合は、すべてプログラミ
ング知識を必要としない。 
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